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本レポートは、購買 AI エージェントの現状と今後の展望について、包括的かつ戦略的

な分析を提供するものである。AI エージェントは、単なるプロセスの自動化ツールで

はなく、自律的な経済活動主体として機能する能力を有しており、企業の調達（B2B）
と消費者コマース（B2C）の両領域において、構造的なパラダイムシフトを引き起こし

つつある。 

B2B 領域において、AI エージェントは調達・購買からサプライチェーン管理に至るま

での「Source- to-Pay（S2P）」ライフサイクル全体をインテリジェントにオーケスト

レーションする。これにより、従来はコストセンターと見なされがちであった調達部門

は、リアルタイムのリスク予測、戦略的なサプライヤー管理、そして自律的な交渉を通

じて、企業の価値創造に貢献する戦略的機能へと変貌を遂げる。SAP、Coupa、IBM な

どの既存大手企業は自社プラットフォームへの AI エージェント機能の統合を急ぎ、

Pactum や Arkestro といったスタートアップは自律交渉や予測的ソーシングといった

特定領域で新たな市場を切り拓いている。この変革の核心は、人間の役割が取引処理者

から AI を管理・監督する戦略家へとシフトすること、そして高品質な統合データが競

争優位性の源泉となることである。 

一方、B2C 領域における AI エージェントの影響は、効率化を越えた「破壊的変革」と

して現れる。消費者は、自らの嗜好、購買履歴、さらにはリアルタイムのコンテキスト

を学習したパーソナル AI エージェントに購買活動を委任するようになる。これによ

り、従来の検索エンジンや EC マーケットプレイスを介した能動的な製品探索は、「ワ

ンクエリ購買」へと移行し、顧客の意思決定プロセスから摩擦が劇的に排除される。こ

の変化は、Amazon や Google といった既存のプラットフォームのゲートキーパーとし

ての役割を揺るがし、ブランドロイヤルティの対象を製品や企業から、信頼できる AI
エージェントそのものへと移行させる可能性がある。企業は、人間ではなく AI エージ

ェントに「発見」され、「選択」されるための新たな戦略、すなわち製品データの構造

化と API を通じた提供が急務となる。 



この変革の中核をなす技術が「自律交渉」である。AI エージェント同士が交渉を行う

未来は、特に膨大な数の「テールスペンド」サプライヤーとの取引において、これまで

見過ごされてきた価値を解放する。しかし、学術的研究は、基盤となる大規模言語モデ

ル（LLM）の性能差が交渉結果に不均衡をもたらす「不公平なゲーム」を生み出すリス

クも指摘しており、技術的な軍拡競争の到来を示唆している。 

AI エージェントの普及は、プロンプトインジェクションやデータプライバシー侵害と

いった新たなセキュリティリスク、そして過去のデータに内在するバイアスを増幅させ

る倫理的課題ももたらす。これらのリスクに対処するためには、透明性、説明責任、そ

して人間による適切な監督を確保する堅牢なガバナンスフレームワークの構築が不可欠

である。 

結論として、AI 購買エージェントは、取引の実行方法を根本から再定義する。企業経

営者および投資家は、この技術を単なる効率化ツールとして捉えるのではなく、事業戦

略、顧客エンゲージメント、そして組織構造そのものを再設計する触媒として認識し、

来るべき「AI ファースト」の商取引時代に向けた戦略的、技術的、倫理的基盤の構築

に今すぐ着手することが求められる。 

 

第 1 章 エージェントエコノミーの夜明け：新たな購買パラダイムの

定義 

 

人工知能（AI）技術の進化は、ビジネスプロセスの自動化という従来の枠組みを大きく

超え、自律的に思考し、行動する「エージェント」という新たな概念を生み出した。こ

の章では、購買 AI エージェントが、これまでの技術とどう一線を画すのか、その本質

的な定義と、自律的な行動を可能にする中核的なアーキテクチャについて詳述する。 

 

1.1 自動化から自律性へ：AI エージェントの飛躍的進化 

 

AI エージェントの登場は、単なる技術的な進歩ではなく、質的な飛躍である。従来の

自動化技術、例えば RPA（Robotic Process Automation）や初期のチャットボット

が、事前に定義されたルールセットに従って特定のタスクを「実行」する受動的なツー



ルであったのに対し、AI エージェントは「エージェント AI（Agentic AI）」という概

念に立脚している 1。 

エージェント AI とは、明確な目標を与えられた際に、人間の詳細な指示や介入を最小

限に抑えながら、自律的に行動を計画し、意思決定を行い、タスクを遂行できる AI を
指す 1。これは、AI が単なる「ツール」から、目標達成に向けて能動的に協働する「仮

想的な協力者」へと役割を変えることを意味する 2。従来のシステムが「もし A ならば

B を実行する」という静的なスクリプトに縛られていたのに対し、AI エージェントは

「目標 X を達成せよ」という高レベルの指示を理解し、その達成に必要な一連の行動

（情報収集、分析、複数ツールとの連携、実行）を自ら組み立てることができる 4。こ

の「反応型」から「能動型」への転換こそが、AI エージェントがもたらす最も根源的

な変革である 7。 

この自律性の高さは、AI エージェントが経済活動の新たな主体、すなわち「顧客」と

して市場に参加する可能性を示唆している 3。企業にとっては、人間だけでなく、AI エ
ージェントという新たな顧客層に向けて製品やサービスを最適化する必要性が生じる時

代の到来を意味する。 

 

1.2 AI エージェントの解剖学：コグニティブ・アーキテクチャの解体 

 

AI エージェントの自律的な振る舞いは、魔法ではなく、特定の機能要素が連携する

「コグニティブ・アーキテクチャ」によって実現される。このアーキテクチャは、エー

ジェントが人間のように環境を認識し、考え、記憶し、行動するための一連の仕組みを

提供する。主要な構成要素は以下の通りである 8。 

● 認識（Perception ）: エージェントが外部環境から情報を収集する能力である。こ

れは、API、データベース、PDF などの社内文書、ウェブサイト、リアルタイムの

市場データといった多様な情報源からデータを取り込むことで行われる 5。例え

ば、調達エージェントは、サプライヤーの財務報告書や地政学的リスクに関するニ

ュースフィードを認識し、意思決定の材料とする。この認識能力が、エージェント

の行動が現実世界の状況に即していることを保証する基盤となる。 
● 推論と計画（Reasoning & Planning ）: エージェントの「頭脳」に相当する部分

であり、大規模言語モデル（LLM）や機械学習アルゴリズムによって駆動される。

収集した情報を評価し、与えられた高レベルの目標を達成可能な一連の具体的なス

テップに分解し、最適な行動計画を策定する 5。例えば、「10%のコスト削減」と



いう目標に対し、サプライヤーの再評価、代替品の探索、交渉戦略の立案といった

計画を自律的に構築する。 
● 記憶（Memory ）: エージェントが経験から学習し、文脈を維持するための重要な

機能である。これには、進行中の対話やタスクの文脈を保持する「短期記憶」と、

過去の成功や失敗の経験を蓄積し、将来の行動を改善するために用いる「長期記

憶」が含まれる 8。この記憶機能により、エージェントは単発のタスク処理に留ま

らず、継続的な改善とパーソナライズされた対応が可能となる。 
● ツール使用（Tool - Calling ）: 策定した計画を実行するために、他のソフトウェア

システムや API、デジタルツールを呼び出して利用する能力である。これは、エー

ジェントが単なる閉じた AI システムではなく、既存のデジタルエコシステムと相

互作用できることを意味し、その能力を飛躍的に高める 8。例えば、計画を実行す

るために ERP システムに発注書を作成したり、外部の価格比較 API を呼び出した

り、ブラウザを操作してウェブから情報を収集したりする。 

これらの要素が連携することで、AI エージェントは静的なプログラムを超えた、動的

で適応性のある振る舞いを実現する。このアーキテクチャ自体が、従来のソフトウェア

開発のあり方を変える可能性を秘めている。開発の焦点は、固定的なロジックをコード

として記述することから、エージェントの目標を定義し、高品質なデータへのアクセス

（認識）を提供し、安全なツールセット（ツール使用）を用意することへと移行してい

く。これは、ビジネスロジックの中核を LLM が担う新たなソフトウェアスタックの出

現と捉えることができる。 

 

1.3 対話を超えて：エージェントが単なる高度なチャットボットではない理由 

 

AI エージェントとしばしば混同されるのが、LLM を搭載した高度なチャットボットで

ある。しかし、両者の間には機能と目的に関する根本的な違いが存在する。この違いを

理解することは、AI エージェントの真の価値を把握する上で不可欠である。 

● チャットボット: 本質的に「反応型」のシステムであり、ユーザーからの入力（質

問）に対して応答することを主目的とする 12。たとえるなら、決められた商品ライ

ンナップの中から選択して購入する「自動販売機」のような存在である 13。その知

識は事前に定義されたデータベースや FAQ に依存しており、タスクは主に情報提

供や単純な質疑応答に限定される 12。 
● AI エージェント: 「自律型」かつ「目標指向型」のシステムであり、特定のタスク

を完遂することを目的とする 12。これは、豊富なレシピ（知識ベース）を持ち、複



雑な注文（自然言語）を理解し、顧客の好みに合わせて新しい料理を学習（経験学

習）できる「専属シェフ」にたとえられる 13。AI エージェントは、質問に答える

だけでなく、目標達成のために自ら計画を立て、外部ツールと連携し、必要に応じ

て計画を修正しながら、能動的に行動する 7。知識と「行動」を結びつける能力こ

そが、エージェントを定義づける核心的な特徴なのである 6。 

この違いは、ビジネスへのインパクトにも直結する。チャットボットが主にカスタマー

サポートの効率化やコスト削減に貢献するのに対し、AI エージェントはより複雑なビ

ジネスプロセス全体を管理・実行できる。AI エージェントの価値は、単一のタスクの

自動化に留まらず、部門横断的なワークフロー全体を「オーケストレーション（指揮・

編成）」する能力にある。例えば、調達、財務、物流といった異なるシステムや部門が

関わる複雑なプロセスを、単一のエージェントまたは複数の連携するエージェントがシ

ームレスに管理・実行する。これは、これまで企業の生産性を阻害してきた部門間のサ

イロや手作業による引き継ぎといった課題を根本的に解決する可能性を秘めている 1。

AI エージェントは、企業のインテリジェントな神経系として機能し、ビジネスのあり

方を再定義するポテンシャルを秘めているのである。 

 

第 2 章 企業の同僚：AI エージェントが変革するエンタープライズ調

達 

 

B2B 領域において、AI エージェントは企業の調達およびサプライチェーン管理のあり

方を根底から覆す力を持っている。従来、手作業が多く、コスト管理に主眼が置かれて

いたこの領域は、AI エージェントの導入により、データ駆動型でプロアクティブな戦

略的機能へと進化する。本章では、AI エージェントが調達から支払いまでのライフサ

イクル全体をどのように変革し、具体的な業務にどのような価値をもたらすのかを、先

進企業の事例を交えながら詳細に分析する。 

 

2.1 Source- to -Pay（S2P）ライフサイクルのオーケストレーション：全体的な変革 

 

AI エージェントは、調達業務における個別のタスクを自動化するポイントソリューシ

ョンではない。その真価は、サプライヤーの選定から契約、発注、請求書処理、支払い



に至るまでの一連のプロセス、すなわち「Source - to- Pay（S2P）」ライフサイクル全

体をエンドツーエンドで管理・最適化する能力にある 8。この変革は、単なるルールベ

ースの自動化から、状況に応じて自律的に判断し、複数のシステムを連携させる「イン

テリジェント・オーケストレーション」への移行を意味する 16。これにより、調達部門

は日常的な処理業務から解放され、より戦略的な活動に集中することが可能となる 11。 

 

2.2 戦略的ソーシングとサプライヤーインテリジェンス 

 

調達プロセスの最上流に位置する戦略的ソーシングは、AI エージェントによって最も

大きな影響を受ける領域の一つである。 

● サプライヤーの発見と評価: AI エージェントは、インターネット、社内データベー

ス、財務報告書、ニュース記事といった膨大な非構造化データを含む情報源を自律

的にスキャンし、企業の要求仕様に合致する潜在的なサプライヤーを特定する 14。

さらに、過去の取引データ、パフォーマンス指標（納期遵守率、品質など）、財務

安定性、コンプライアンス遵守状況、さらには地政学的リスクといった多角的な基

準に基づき、サプライヤーを客観的に評価し、スコアリングする 1。これにより、

人間では時間的・能力的に不可能なレベルでの網羅的かつ精密なサプライヤー選定

が実現する。 
● リスク管理: AI エージェントがもたらす最大の価値の一つは、サプライチェーンの

リスク管理を事後対応型から事前予測型へと転換させることである 1。エージェン

トは、サプライヤーのパフォーマンスデータといった内部情報と、悪天候による輸

送遅延の可能性、工場の閉鎖、経済指標の変動、地域紛争といったリアルタイムの

外部情報を常に監視・統合する 1。これにより、潜在的な供給途絶リスクを早期に

検知し、人間が介入する前に、代替サプライヤーへの発注切り替えや輸送ルートの

変更といった是正措置を自律的に実行することが可能となる 1。このプロアクティ

ブなリスク管理能力は、事業継続性を確保し、企業のレジリエンスを大幅に向上さ

せる、 tangible（具体的な）競争優位性の源泉となる。 

 

2.3 契約ライフサイクル管理（CLM） 

 

契約管理は、法務的な専門知識と細心の注意を要する、時間のかかるプロセスであっ



た。AI エージェントは、特に自然言語処理（NLP）技術を活用することで、この領域

を劇的に効率化する 11。エージェントは、サプライヤーから提出された契約書のドラフ

トを自動的にレビューし、企業の標準契約条件との差異や、潜在的なリスクを内包する

条項（例えば、過大な賠償責任条項や不利な支払い条件など）にフラグを立てる 11。さ

らに、契約書の中から支払期日、更新日、納品条件といった重要なメタデータを自動で

抽出し、契約管理システムに登録することで、契約遵守の徹底と更新漏れの防止に貢献

する 16。これにより、法務・調達担当者は定型的な契約書のレビュー作業から解放さ

れ、より複雑で戦略的な交渉に集中できる。 

 

2.4 取引効率の向上：Procure - to -Pay（P2P）エンジン 

 

日々の取引処理を担う Procure - to- Pay（P2P）プロセスは、AI エージェントによる自

動化の恩恵を最も直接的に受ける領域である。 

● 要求とガイド付き購買: 従業員が何かを購入しようとする際、AI エージェントは対

話型のインターフェースを通じて要求内容を把握し、社内ポリシーに準拠した上

で、最もコスト効率の良い承認済みサプライヤーやカタログ品を推奨する 19。これ

により、従業員の利便性を高めつつ、規程外のサプライヤーからの購入、いわゆる

「マーベリック・スペンド（一匹狼的な支出）」を抑制し、ガバナンスを強化す

る。 
● 発注書（PO）の自動化: 在庫レベルや AI による需要予測に基づき、AI エージェン

トは発注要求を自動で生成し、適切な承認ワークフローに回付、承認後はサプライ

ヤーへの PO 送付までを完全に自動化する 1。これにより、手作業による入力ミス

を撲滅し、発注サイクルタイムを劇的に短縮する。 
● 請求書処理と不正検知: サプライヤーから受領した請求書を、AI エージェントが

PO や納品書と自動的に照合（3-way matching）し、不一致があればフラグを立て

る 11。さらに、過去の取引パターンを学習することで、重複請求や水増し請求とい

った不正の兆候を示す異常な取引をリアルタイムで検知し、損失を未然に防ぐ 11。 

 

2.5 調達におけるケーススタディ：業界リーダーによる実装分析 

 

AI エージェントの導入は、もはや理論上の話ではない。世界の主要なエンタープライ



ズソフトウェア企業は、すでに自社の調達プラットフォームにエージェント技術を組み

込み、具体的な価値を提供し始めている。 

● SAP: 同社の調達プラットフォーム「SAP Ariba」には、AI コパイロット「Joule」
が統合されている。Joule は、自然言語での対話を通じて、カテゴリー戦略の立案

支援やサプライヤー選定の推奨、さらには発注書作成といったタスクを支援する 
14。SAP のアプローチは、既存の強力な ERPおよび調達ワークフローに AI エージ

ェントを深く組み込むことで、シームレスなユーザー体験と業務効率の向上を目指

すものである。 
● Coupa : ビジネス支出管理（BSM）プラットフォームのリーダーである Coupa

は、1000 万人以上のバイヤーとサプライヤーからなるコミュニティで発生した 8
兆ドルを超える膨大な取引データを AI の学習に活用している点を強みとする 26。

同社の AI エージェントポートフォリオ「Coupa Navi」は、このデータを基盤に、

高度な支出分析、不正検知、サプライヤーリスク評価といった機能を提供し、顧客

がコミュニティ全体の知見から利益を得られるようにしている 28。 
● IBM: IBM は、エージェント AI を単なるタスク自動化ツールとしてではなく、戦略

的な意思決定支援パートナーとして位置づけている 1。同社のアプローチは、企業

の内部データ（支出データ、サプライヤー評価など）と、天候、経済指標、地政学

リスクといった多様な外部データを統合・分析し、人間だけでは見抜けないような

複雑なリスクや機会を特定することに重点を置いている 1。 
● Ivalua : Ivalua のプラットフォームは、AI エージェントを活用して、特にサプライ

ヤーインテリジェンス、インテリジェントなソーシング推奨、そして契約コンプラ

イアンスの自動化に注力している 11。NLP を用いて契約書のリスクを自動で洗い出

したり、過去の購買データと市場トレンドを分析して最適なソーシング戦略を提案

したりすることで、調達プロセスの戦略性を高めている。 

これらの事例から明らかなように、AI エージェントは調達業務のあり方を根本的に変

えつつある。この変革の本質は、人間の役割の変化と、データの戦略的重要性にある。

PO 処理や請求書照合といった定型業務が AI に置き換わることで、調達担当者の役割

は、データ入力や処理といった「プロセッサー」から、AI の出す推奨を評価し、複雑

なサプライヤーとの関係を構築・維持し、AI では対応できない例外的な事態を処理す

る「戦略家・監督者」へと進化する 1。そして、この新たな役割を担う AI エージェン

トの性能は、その学習元となるデータの品質に完全に依存する。ERP、CLM、SRM な

ど、社内に散在する異種のデータを統合し、クレンジングし、一貫性を保つデータガバ

ナンス体制を構築することが、AI エージェント時代における競争力の最大の源泉とな

る 8。データ基盤の未整備は、AI 導入における最大の戦略的ボトルネックとなるだろ

う。 



 

第 3 章 パーソナルショッパー：AI エージェントが再構築する B2C
コマース 

 

B2B 領域における AI エージェントの役割が「効率化」と「戦略化」であるとすれば、

B2C 領域におけるそれは「破壊」と「再創造」である。消費者の購買行動、ブランド

との関係性、そしてデジタルマーケティングの常識が、パーソナル AI エージェントの

登場によって根底から覆されようとしている。本章では、消費者向けコマースの世界で

進行しつつある地殻変動を分析する。 

 

3.1 新たなカスタマージャーニー：能動的検索から受動的な目標達成型発見へ 

 

従来のオンラインショッピングは、消費者が検索エンジンや EC サイトでキーワードを

入力し、表示された結果を比較検討するという「能動的な探索」プロセスであった。し

かし、AI エージェントはこのモデルを過去のものにする。将来の消費者は、具体的な

製品を探すのではなく、自身の高レベルな目標や意図をパーソナル AI エージェントに

伝えるだけでよくなる 32。 

例えば、「来月のマラソン大会で自己ベストを出すための、クッション性が高く、耐久

性のレビューが良い 150 ドル以下のランニングシューズを探して」といった自然言語

での指示が、購買活動の起点となる 35。エージェントは、この曖昧な目標を解釈し、ウ

ェブ上の製品情報、レビュー、在庫状況を自律的に調査・分析し、最適な選択肢を提

示、あるいはユーザーの許可を得てそのまま購入までを完了させる。これにより、消費

者が意思決定に費やす時間と認知的負担は劇的に軽減される 32。このプロセスは、従来

の多段階で摩擦の多かった購買体験を、シームレスな「ワンクエリ購買（One- Query 
Purchase）」へと変貌させるものである 36。 

 

3.2 大規模なハイパーパーソナライゼーション：エージェント駆動型コマースのエンジ

ン 

 



AI エージェントが提供する価値の中核は、前例のないレベルの「ハイパーパーソナラ

イゼーション」にある。これは、単に過去の購買履歴に基づくレコメンデーションとは

次元が異なる。AI エージェントは、CRM、注文管理システム、さらにはカレンダーや

位置情報といったユーザーのバックエンドシステムと安全に統合され、リアルタイムの

ライブデータにアクセスする 10。 

これにより、エージェントは顧客の購買履歴、閲覧行動、過去のサポート問い合わせ、

現在の状況（例えば、旅行の予定がある、特定の場所にいるなど）といった 360 度の

コンテキストを理解し、個々の顧客に完全に最適化された対話と提案を行うことが可能

となる 38。例えば、過去に購入したインクの残量が少なくなったことを検知して補充を

提案したり、来週のキャンプの予定をカレンダーから読み取って忘れ物をリストアップ

し、購入を促したりといった、プロアクティブ（能動的）な働きかけが実現する。 

このような深いレベルでのパーソナライゼーションは、顧客満足度を飛躍的に向上さ

せ、顧客生涯価値（LTV）の最大化に直結する。顧客サポートは単なるコストセンター

ではなく、解約率を下げ、アップセルやクロスセルを促進するプロフィットセンターへ

と変貌する 37。 

 

3.3 小売の仲介者排除：プラットフォームとメディアへの破壊的影響 

 

消費者が製品やサービスと出会う主要なインターフェースが、検索エンジンや EC マー

ケットプレイスからパーソナル AI エージェントへと移行する時、デジタルコマースの

勢力図は大きく塗り替えられる。AI エージェントは、既存のプラットフォームを「仲

介者排除（Disinte rmedia tion）」する強力な力となる 36。 

● SEO とリテールメディアへの影響: ブランドが最適化すべき対象は、もはや

Google の検索結果ページで人間の目に留まること（SEO）や、Amazon のスポン

サープロダクト広告枠（リテールメディア）ではない。最適化の対象は、AI エー

ジェントの選定アルゴリズムそのものになる 34。ブランドは、自社の製品情報（ス

ペック、価格、在庫、レビュー）を、AI が解釈しやすい構造化データとして提供

する必要に迫られる。これは「エージェント最適化（Agent Optimization ）」とで

も呼ぶべき新たなマーケティング分野の誕生を意味する 3。 
● ブランドロイヤルティへの影響: 消費者の信頼と忠誠の対象は、特定のブランドか

ら、常に自分にとって最適な選択をしてくれるパーソナル AI エージェントへと移

行する可能性がある 34。エージェントが価格、性能、納期といった客観的な基準で



最適な製品を選ぶようになれば、従来のブランドイメージや広告によって築かれた

ロイヤルティは希薄化しかねない。ブランドは、エージェントのアルゴリズムに選

ばれやすくするために優れたデータを提供するか、あるいは AI では代替できない

実店舗での体験価値（Experientia l Re ta il）の提供に注力するといった、新たなロ

イヤルティ構築戦略を模索する必要がある 39。 

この変化は、従来の直線的な購買ファネル（認知→興味→検討→購入）の終焉を意味

する。AI エージェントはこのプロセス全体をほぼ一瞬で完結させてしまうため、マー

ケティング活動は、顧客の長い旅路の各段階で影響を与えようとするものから、エージ

ェントによる一回のアルゴリズム的判断に影響を与えることに焦点を絞ったものへと根

本的に変わらざるを得ない。 

 

3.4 B2C エージェント技術のパイオニア 

 

この新たな市場の覇権をめぐり、すでに多くの企業が動き出している。 

● Klarna : スウェーデンのフィンテック企業である Klarna は、OpenAI の技術を活用

した AI ショッピングアシスタントを提供している。これは、対話形式での製品検

索やレコメンデーションにとどまらず、顧客からの問い合わせ対応までをこなし、

すでに月間数百万件の対話を処理し、700 人分のエージェントの業務に相当する

成果を上げていると報告されている 36。これは、決済サービスからコマースプラッ

トフォーム全体のエージェントへと進化しようとする明確な戦略の現れである。 
● Amazon : EC の巨人である Amazon は、対話型 AI ショッピングアシスタント

「Rufus」や、製品の要点を音声で要約する「Hear the Highlights 」、さらには

Amazon 以外のサイトでの購買を代行する「Buy for Me」といった構想に至るま

で、多岐にわたる AI エージェント機能をテスト・導入している 34。これは、自社

の広範なエコシステムをエージェント駆動型へと移行させるための布石である。 
● デジタルウォレット（Shop Pay など）: Shopify が提供する「Shop Pay」に代表

されるデジタルウォレットは、単なる迅速な決済ツールから、AI によるパーソナ

ライズされた製品推薦や発見機能を備えた統合型ショッピングアシスタントへと進

化している 36。決済という購買プロセスの最終段階を握っているこれらのプラット

フォームは、エージェントエコノミーの中心的なプレイヤーとなる絶好のポジショ

ンにいる 48。 

これらの動きが示すのは、B2C コマースにおける競争の主戦場が、ウェブサイトの



UI/UX や品揃えから、いかに優れた AI エージェント体験を提供できるかへと移行しつ

つあるという事実である。この競争において、ブランドにとっての新たな生命線は

「API」となる。エージェントはウェブサイトを「閲覧」するのではなく、API を介し

て製品データを「照会」する 8。したがって、自社の製品カタログ、在庫、価格、レビ

ューといった情報を、リアルタイムでアクセス可能な、クリーンで構造化された API
として提供できないブランドは、エージェントの選択肢から漏れ、新たな経済圏におい

て「存在しない」も同然となるだろう。 

 

第 4 章 自動化された取引の芸術：中核能力としての自律交渉 

 

AI 購買エージェントが持つ数多くの能力の中でも、特に高度で、ビジネスに大きなイ

ンパクトを与える可能性を秘めているのが「自律交渉」である。人間を介さずに、AI
エージェントが取引条件について交渉を行うこの技術は、B2B の調達から B2C の価格

決定に至るまで、商取引の力学を根本的に変えうる。本章では、自律交渉の現状を、学

術的な研究成果と実際のビジネス応用事例の両面から深く掘り下げる。 

 

4.1 AI 対人間、そして AI 対 AI：新たな交渉のランドスケープ 

 

AI エージェントは、買い手または売り手の代理人（プロキシ）として、取引条件の交

渉を自律的に行うことができる 1。これにより、まず「AI 対人間」の交渉が一般化し、

将来的には買い手と売り手双方の AI エージェントが直接交渉する「AI 対 AI」の取引が

主流となる時代が到来する可能性がある 50。 

この技術がもたらす最大の戦略的利点は「規模」と「データ活用」である。人間では物

理的に対応不可能な、数千、数万に及ぶ「テールスペンド」サプライヤーとの間で、個

別の条件交渉を同時に並行して実行することが可能になる 23。さらに、AI エージェン

トは過去の交渉データ、市場価格の動向、競合の価格設定といった膨大な情報をリアル

タイムで分析し、データに基づいた最適な交渉戦略を立案・実行することができる 52。

これにより、交渉プロセスから勘や経験といった属人的な要素を排し、客観的で再現性

の高い成果を目指すことが可能となる。 

 



4.2 パフォーマンスのベンチマーキング：LLM 交渉の「不均衡なゲーム」 

 

AI エージェントによる交渉は、具体的にどのような結果をもたらすのか。近年の学術

研究は、LLM を用いたエージェント同士の交渉シミュレーションを通じて、その性能

と特性を明らかにし始めている。 

● モデル間の能力格差: 最新の研究によれば、交渉能力は、基盤となる LLM の性能

に大きく依存する 53。より高性能な LLM を搭載したエージェントは、買い手とし

てはより大きな値引きを、売り手としてはより高い利益を一貫して獲得する傾向が

ある。これは、異なる性能の AI エージェントが取引を行う市場が、本質的に「不

均衡なゲーム」となることを示唆している。 
● 役割による影響の非対称性: 興味深いことに、交渉結果に与える影響は、買い手と

売り手の役割で非対称であることが示されている。ある研究では、買い手エージェ

ントのモデルを変更した場合よりも、売り手エージェントのモデルを変更した場合

の方が、最終的な取引価格への影響が格段に大きいことが判明した 53。これは、売

り手側がより高性能な AI エージェントを導入することの戦略的重要性が高いこと

を示唆している。 
● 利益率と取引成立率のトレードオフ: AI エージェントの交渉スタイルには、モデル

ごとに特徴がある。一部のモデルは、高い利益率を追求する強硬な交渉スタイルを

取るが、その結果、交渉が妥結に至らない（取引成立率が低い）傾向がある。一方

で、他のモデルは柔軟な姿勢で取引成立を優先するが、利益率は低くなる。最も優

れた交渉エージェントは、この利益率と取引成立率のトレードオフを巧みにバラン

スさせ、総利益を最大化する能力を持つ 53。 

 

4.3 交渉者のジレンマ：リスクと意図せざる結果 

 

自律交渉は大きな可能性を秘める一方で、重大なリスクと倫理的な課題も内包してい

る。 

● 制約条件の違反: 最も直接的なリスクの一つは、AI エージェントがユーザーによっ

て設定された制約条件（例えば、予算上限）を無視してしまう可能性である 55。あ

るシミュレーションでは、買い手エージェントが予算を大幅に超える価格で購入を

決定してしまい、ユーザーに経済的損失を与えるケースが報告されている 56。 
● 経済格差の助長: 高性能な AI エージェントがより良い交渉結果をもたらすという



事実は、新たな経済格差を生む可能性がある。高性能な AI（恐らくは高価なサー

ビス）を利用できる大企業や富裕層が、そうでない中小企業や個人を相手に、シス

テム的に有利な取引を繰り返す未来が懸念される 54。 
● 倫理的課題: 人間は、自身が直接行う場合よりも、AI エージェントを介して交渉を

行う場合の方が、非倫理的な行動を容認しやすくなるという研究結果がある 57。エ

ージェントを介することで生じる心理的な距離が、道徳的な責任感を希薄化させる

可能性がある。 

 

4.4 ケーススタディ：Walmart による Pactum を用いた自律的サプライヤー交渉 

 

理論や実験だけでなく、自律交渉はすでに現実世界で価値を創出し始めている。その代

表例が、小売大手 Walmart による交渉 AI プラットフォーム「Pactum」の導入事例で

ある 58。 

Walmart は、取引額は小さいものの数が膨大であるため、人間のバイヤーが個別に対

応するにはリソース的に不可能であった「ロングテール」のサプライヤーとの契約条件

見直しという課題を抱えていた 58。同社は Pactum の AI チャットボットを導入し、こ

れらのサプライヤーとの間で支払い条件の延長や割引といった商業条件の交渉を自動化

した 60。 

その結果は目覚ましく、対象となったサプライヤーの 64%から 68%との間で合意形成

に成功し、平均で 1.5%から 3%のコスト削減を達成、さらに支払い期間の延長も実現し

た 51。この成功は、これまで交渉自体が行われてこなかった領域で新たな価値を創出で

きるという、自律交渉 AI の明確な ROI（投資対効果）を証明した。 

この Walmart の事例と学術研究の結果を突き合わせると、自律交渉技術の二面性が浮

かび上がってくる。Walmart のケースは、これまで「未交渉」であった領域に交渉を

導入することで、双方に利益のある「Win-Win」の価値（Positive-Sum）を生み出せる

ことを示している。一方で、学術研究が示すのは、すでに交渉が行われている競争的な

領域では、より強力な AI が相手を打ち負かす「ゼロサムゲーム」の側面が強くなると

いう現実である。これは、自律交渉 AI の初期の価値が、テールスペンドのような非効

率な領域の最適化によってもたらされる一方で、技術が成熟し、中核的な取引に適用さ

れるようになると、企業は最高の交渉 AI を確保するための熾烈な技術開発競争に突入

することを示唆している。 



 

第 5 章 市場のランドスケープと競争力学 

 

購買 AI エージェントという新たな市場は、多様なプレイヤーがそれぞれの戦略的アプ

ローチで覇権を争う、ダイナミックな競争環境を形成しつつある。この競争は、既存の

エンタープライズソフトウェア大手、革新的な専門スタートアップ、そして広大なエコ

システムを構築する巨大テック企業の三者によって主に繰り広げられている。本章で

は、これらの主要プレイヤーを分類し、その競争戦略と市場でのポジショニングを分析

する。 

 

5.1 既存企業の防衛策：エンタープライズスイートへのエージェント AI の統合 

 

市場の既存リーダーであるエンタープライズソフトウェア企業は、自社の広範な顧客基

盤と既存のプラットフォームを最大限に活用し、AI エージェント機能を「統合」する

戦略をとっている。彼らの目標は、顧客が外部の専門ツールに流出するのを防ぎ、自社

のエコシステム内でシームレスな体験を提供することである。 

● SAP: 世界最大の ERPプロバイダーである SAP は、調達プラットフォーム

「Ariba」や S/4HANA に AI コパイロット「Joule」を深く統合している 24。これ

により、ユーザーは使い慣れた SAP 環境の中で、自然言語を用いてカテゴリー管

理の支援を受けたり、サプライヤー選定の推奨を得たりすることが可能になる。

SAP の強みは、企業の基幹業務プロセスとデータをすでに掌握している点にあ

り、これを基盤としたエージェント機能は、業務との親和性が非常に高い 14。 
● Coupa : ビジネス支出管理（BSM）の分野をリードする Coupa は、自社プラット

フォーム上で処理された 8 兆ドルを超える膨大な匿名取引データ「コミュニティ

インテリジェンス」を AI の学習に活用している 26。この独自のデータセットは、

他社にはない強力な競争優位性の源泉となっている。同社の AI エージェント

「Coupa Navi」は、このデータを活用して精度の高い支出分析、不正検知、リス

ク評価を提供し、顧客が業界全体のベンチマークと比較しながら自社の調達業務を

最適化できるよう支援する 27。 
● IBM: IBM は、AI エージェントを戦略的意思決定パートナーと位置づけ、特にリス

ク管理やサプライヤー管理といった高度な分析能力を重視している 1。同社のアプ



ローチは、企業の内部データと多様な外部情報を組み合わせることで、より深い洞

察を提供し、調達部門の戦略性を高めることに焦点を当てている 1。 

これらの既存企業は、長年の顧客との信頼関係と、企業の基幹システムに深く根差して

いる点を武器に、AI エージェント時代においてもその地位を維持しようとしている。 

 

5.2 イノベーターの優位性：新たなカテゴリーを定義する専門スタートアップ 

 

既存大手が包括的なスイートを提供する一方で、特定の課題解決に特化した AI ネイテ

ィブなスタートアップが、新たな市場カテゴリーを創造し、イノベーションを牽引して

いる。彼らの強みは、レガシーシステムに縛られない俊敏性と、最先端技術への深い専

門性にある。 

● Arkestro : 「予測的調達オーケストレーション」という分野のパイオニアである

Arkestro は、機械学習、行動科学、ゲーム理論を組み合わせた独自のアルゴリズ

ムを駆使する 51。同社のプラットフォームは、ソーシングイベントにおいて、最適

なサプライヤーや目標価格を予測・推奨し、戦術的な調達交渉の一部を自動化す

る。食品加工機器メーカーProvisur 社の事例では、同社のプラットフォーム導入

により、イベントあたり平均 20%のコスト削減を達成したと報告されている 61。 
● Pactum : 「自律交渉」に特化した Pactum は、対話型 AI を用いて、人間が対応す

るには数が多すぎる低価値・大量の契約交渉を自動化する 51。前述の Walmart と

の提携事例は、この分野の有効性を証明する画期的なものであり、これまで手つか

ずだった「テールスペンド」領域から大きな価値を引き出すことに成功している 
59。 

これらのスタートアップは、大企業が見過ごしがちなニッチな領域で深い価値を提供

し、市場での存在感を確立している。 

 

5.3 エコシステムアーキテクト：消費者向けエージェント市場における巨大テック企業

の役割 

 

B2C の消費者向け市場では、巨大テック企業が自社の広範なユーザーベースと技術力

を背景に、パーソナル AI エージェントの基盤となるエコシステムの構築を進めてい



る。彼らの戦略は、単一の機能を提供することではなく、消費者のあらゆる購買活動の

入り口となるプラットフォームを支配することにある。 

● Amazon : 世界最大の EC プラットフォームである Amazon は、対話型 AI アシス

タント「Rufus」や、他サイトでの購買を代行する「Buy for Me」構想など、自社

エコシステムを AI エージェント中心へと再編する動きを加速させている 45。同社

の強みは、膨大な商品データと顧客の購買履歴データであり、これを活用して極め

て精度の高いパーソナライズされたエージェント体験を提供できる点にある。 
● Google : 検索の巨人である Google は、「Buy for me」というブランド名で AI シ

ョッピングエージェント機能を発表した 39。これは、ユーザーが検索インターフェ

ースから離れることなく、製品の選定から購入までを AI が代行するものであり、

従来の検索広告モデルを根底から覆す可能性を秘めている。 
● Shopify : 中小企業向けの EC プラットフォームを提供する Shopify は、決済サー

ビス「Shop Pay」をハブとして、AI による製品推薦や発見機能を統合し、単なる

決済ツールから総合的なショッピングアシスタントへと進化させている 47。これに

より、Shopify は自社の加盟店ネットワーク全体を巻き込んだ巨大なエージェント

エコシステムの構築を目指している。 

これらの巨大テック企業は、消費者との直接的な接点を握ることで、将来のコマースに

おける最も強力なゲートキーパーになろうとしている。 

 

5.4 購買 AI エージェントソリューションの競争環境 

 

以下の表は、本章で分析した主要なプレイヤーとその特徴をまとめたものである。この

表は、複雑で断片化された市場を単一の戦略的ツールに統合し、各社のポジショニン

グ、強み、ビジネスモデルを迅速に比較・理解することを目的としている。 

 

企業/プラッ

トフォーム 
主要市場 中核機能 基盤技術 主な差別化要

因/ビジネス

モデル 

主な導入事例

/展開 

SAP Ariba 
(Joule)  

B2B エンタ

ープライズ 
S2P スイー

ト全体 
独自 LLM、

ERP 統合 
既存の

ERP/S2P ワ

SAP の広範

な既存顧客ベ



ークフローへ

の深い統合 
ース 

Coupa 
(Coupa 
Navi)  

B2B エンタ

ープライズ 
ビジネス支出

管理

（BSM） 

コミュニティ

データ（8 兆

ドル超）、

LLM 

膨大な実取引

データに基づ

くインサイト 

Uber、
Grupo 
Herdez 26 

Pactum  B2B エンタ

ープライズ 
自律交渉 対話型 AI、

NLP 
テールスペン

ド交渉の自動

化に特化 

Walmart, 
Maersk 50  

Arkestro  B2B エンタ

ープライズ 
予測的ソーシ

ング 
機械学習、ゲ

ーム理論 
戦術的ソーシ

ングイベント

の最適化 

Provisur 
Technologie
s 61 

Amazon 
(Rufus)  

B2C 消費者 パーソナルシ

ョッピング 
独自 LLM、

購買履歴デー

タ 

世界最大の

EC エコシス

テムとの完全

統合 

Amazon の

全ユーザー 

Google 
(Buy for 
me)  

B2C 消費者 パーソナルシ

ョッピング 
独自 LLM、

検索データ 
検索エンジン

を起点とした

シームレスな

購買体験 

Google の検

索ユーザー 

Shopify 
(Shop Pay)  

B2C 消費者 パーソナルシ

ョッピング、

決済 

AI アシスタ

ント、決済ネ

ットワーク 

膨大な独立系

EC 加盟店ネ

ットワーク 

1 億人以上の

Shop App ユ

ーザー 46 

 

第 6 章 今後の展望：エージェント駆動型経済へ向けて 

 

AI 購買エージェントの導入は、まだ初期段階にあるものの、その進化の速度と影響の

範囲は、今後の経済活動のあり方を大きく左右する。本章では、市場予測データと技術



的トレンドを基に、AI 購買エージェントが切り拓く未来と、それがもたらすより広範

な経済的インパクトについて考察する。 

 

6.1 市場予測と成長軌道 

 

関連市場の成長予測は、AI 購買エージェントが今後、経済の重要な構成要素となるこ

とを示唆している。特に、B2B と B2C でその成長の性質が大きく異なる点は注目に値

する。 

● B2B（調達ソフトウェア市場）: 世界の調達ソフトウェア市場は、2022 年の約 67
億ドルから 2029 年には約 138 億ドルに達すると予測されており、その年平均成

長率（CAGR）は 10.4%である 64。これは着実な成長ではあるが、既存の業務プロ

セスを効率化・最適化するという、比較的漸進的な変化を反映している。 
● B2C（小売における AI 市場）: 一方、小売における AI 市場は、2024 年の約 311

億ドルから 2030 年には約 1647 億ドルへと、CAGR 32.0%という爆発的な成長が

見込まれている 66。この急成長は、AI エージェントが単なる効率化ツールではな

く、消費者の購買行動そのものを変容させ、全く新しい価値と市場を創造する破壊

的イノベーションであることを示している。 

この B2B と B2C の成長率の著しい乖離は、両市場における AI エージェントの役割の

違いを浮き彫りにする。B2B では、AI エージェントは既存の複雑なプロセスを「より

良く」する。一方、B2C では、AI エージェントは消費者にとって複雑なプロセスを

「消滅」させ、摩擦のない商取引という巨大な新市場を創出する。したがって、B2B
のプロバイダーが機能の優位性や ROI で競争するのに対し、B2C のプロバイダーはユ

ーザーの信頼、データプライバシー、そしてエコシステムの支配力を巡って競争するこ

とになるだろう。 

 

6.2 次なるフロンティア：複雑なオーケストレーションのためのマルチエージェントシ

ステム 

 

現在主流の AI エージェントは、特定のタスクやドメインに特化した単一のエージェン

トが中心である。しかし、技術的な進化の次なる段階は、複数の専門エージェントが協



調して、より複雑で大規模な目標を達成する「マルチエージェントシステム

（MAS）」である 69。 

グローバルなサプライチェーン管理を例にとると、単一のエージェントがすべての変数

を最適化することは不可能に近い。しかし、MAS であれば、需要予測を専門とするエ

ージェント、在庫管理を専門とするエージェント、物流最適化を専門とするエージェン

ト、そして各サプライヤーとの通信を担当するエージェントなどが、リアルタイムで情

報を共有し、連携して行動することができる 71。例えば、需要予測エージェントが特定

部品の需要急増を検知すると、在庫管理エージェントが即座に在庫レベルを確認し、不

足分を計算する。その情報を受け、物流エージェントが最適な輸送手段を確保し、サプ

ライヤー担当エージェントが複数のサプライヤーに発注と納期確認を行う。このような

自律的な協調作業により、サプライチェーン全体が、予期せぬ変化に対して自己組織的

に適応する、インテリジェントなネットワークへと進化する 69。 

単一エージェントが個別の「タスク」を最適化するのに対し、MAS は複雑で動的な

「システム」全体を自律的に管理する。これは、企業のオペレーションにおける AI 活
用の最終形態であり、その実現は、企業の競争力を根底から左右することになるだろ

う。 

 

6.3 自律的ビジネスモデル（ABM）：AI が戦略そのものになる時 

 

AI エージェントの進化がもたらす究極の姿は、AI が人間のビジネスを支援するツール

に留まらず、価値の創造、提供、獲得といったビジネスのコア機能そのものを自律的に

実行する「自律的ビジネスモデル（Autonomous Business Mode l, ABM）」の出現であ

る 62。 

この先進的なコンセプトを体現する先駆的な事例として、イスラエルのスタートアップ

「Swan AI」が挙げられる。同社は、人間の従業員をほとんど雇用することなく、営

業、マーケティング、オペレーションといった各機能を担う 20 以上の AI エージェン

トからなる「インテリジェンス・ネットワーク」を構築することで、数千万ドル規模の

年間経常収益を目指している 62。このモデルでは、AI はもはや戦略を「実行」するた

めのツールではなく、AI の能力と自律性そのものが事業戦略の「核」となっている。 

ABM の台頭は、組織のあり方、雇用の定義、そして企業価値の源泉について、根本的

な問いを投げかける。人間は反復的な業務から完全に解放され、AI エージェントの目



標設定、倫理的監督、そしてシステム全体の設計といった、より創造的で戦略的な役割

を担うことになる。これは、産業革命以来の大きな労働と経営の変革の始まりかもしれ

ない。 

 

第 7 章 リスクの航海：ガバナンス、セキュリティ、倫理のためのフ

レームワーク 

 

AI 購買エージェントがもたらす変革のポテンシャルは計り知れないが、その自律性と

影響力の大きさは、同時に新たなリスクと複雑な課題を生み出す。これらのリスクを管

理し、責任ある形で技術を導入・運用するための堅牢なフレームワークを構築すること

は、企業にとって喫緊の課題である。本章では、セキュリティ、プライバシー、バイア

ス、そしてガバナンスという四つの側面から、AI エージェントに伴う主要なリスクを

分析し、その対策を提示する。 

 

7.1 自律的な世界におけるセキュリティとプライバシー 

 

AI エージェントが企業のシステムや個人のデータにアクセスし、自律的に行動するよ

うになると、従来とは質の異なるセキュリティおよびプライバシーのリスクが顕在化す

る。 

● セキュリティの脆弱性: エージェント AI 特有の新たな攻撃手法への対策が不可欠

となる。 
○ プロンプトインジェクション／インフェクション: 攻撃者が、AI エージェント

が認識するデータ（例えば、ウェブサイトのテキストやユーザーからのメー

ル）に悪意のある指示を巧妙に埋め込む攻撃である 74。これにより、エージェ

ントを操って意図しない行動（例：不正な発注、機密情報の漏洩）を取らせる

ことが可能になる。さらに深刻なのは「プロンプトインフェクション」であ

り、汚染されたエージェントが生成した出力が、他のエージェントへの入力と

なることで、悪意のあるプロンプトがシステム内でウイルスのように拡散する

可能性がある 74。 
○ スプーフィングと偽装: 攻撃者が、信頼された人間や他の AI エージェントにな



りすまし、システムを欺く脅威である 74。例えば、偽の API キーを使用した

り、正規のサプライヤーからのメールを装ったりすることで、エージェントに

不正な指示を与え、詐欺的な取引を実行させるリスクがある。 
● データプライバシー: AI エージェント、特に B2C のパーソナルエージェントは、

その効果を最大化するために、購買履歴、閲覧行動、位置情報といった極めて機微

な個人データにアクセスする必要がある 36。これは、GDPR（EU 一般データ保護

規則）などの厳格なプライバシー規制への準拠を複雑にし、大規模なデータ漏洩が

発生した場合の影響を甚大なものにする 76。企業は、データの暗号化、匿名化、そ

してユーザーの同意管理を徹底する必要がある。 

 

7.2 機械の中のバイアス：購買におけるアルゴリズムの公平性 

 

AI エージェントは、その学習の基盤となる過去のデータに内在するバイアスを、無意

識のうちに学習し、増幅させてしまうリスクを抱えている 78。調達の文脈では、これは

深刻な倫理的・ビジネス的問題を引き起こしかねない。 

例えば、過去の取引データが歴史的に特定の属性を持つサプライヤー（例：大企業、特

定の地域の企業）に偏っている場合、AI エージェントはそれを「最適なパターン」と

して学習し、マイノリティが経営する企業や新興国のサプライヤーをシステム的に排除

してしまう可能性がある 76。B2C においても同様に、性別や人種に関するステレオタ

イプに基づいた製品推薦を行うなど、差別的な結果を生み出す恐れがある 79。 

この問題に対処するためには、以下のような多層的なアプローチが求められる。 

● バイアス監査: 定期的にアルゴリズムの出力と意思決定プロセスを監査し、特定の

グループに対する不公平な偏りがないかを確認する 76。 
● 多様な訓練データ: AI の訓練に用いるデータセットが、多様なサプライヤーや顧客

層を公平に代表するように意図的にキュレーションする 79。 
● 公平性を意識したアルゴリズム: 潜在的なバイアスを検知し、それを補正するよう

な公平性配慮型（Fairness-aware）の機械学習技術を導入する 79。 

 

7.3 信頼の構築：ガバナンスと人間による監督の必要性 

 



AI エージェントの自律性が高まるほど、その行動に対する信頼をいかにして確保する

かが重要になる。信頼の基盤となるのは、透明性、説明責任、そして人間による適切な

監督である。 

● 透明性と説明可能性（XAI）: AI の意思決定プロセスが、なぜその結論に至ったの

かを人間が理解できるようにすることが不可欠である。これは、AI が単なる「ブ

ラックボックス」であってはならないことを意味する 76。説明可能性技術

（Expla inable  AI）を導入することで、エージェントの判断根拠を可視化し、エラ

ーのデバッグ、規制当局へのコンプライアンス証明、そして何よりもユーザーの信

頼醸成に繋がる 79。 
● 説明責任: AI が自律的に下した決定の結果については、最終的に人間と組織が責任

を負うという原則を明確にしなければならない 82。AI 倫理委員会のような組織内

ガバナンス体制を構築し、AI の導入、運用、そして万が一問題が発生した際の責

任の所在と対応プロセスを定義する必要がある 82。 
● ヒューマン・イン・ザ・ループ（Human - in- the - Loop ）: 完全な自律性に委ねる

のではなく、「ガイド付き自律性（Guided Autonomy）」の概念を取り入れるこ

とが賢明である 6。これは、AI エージェントが事前に定義された倫理的・ビジネス

的な制約（ガードレール）の範囲内で自律的に動作し、その範囲を超える重要な決

定や、未知の状況に遭遇した場合には、人間の監督者に判断を仰ぎ、承認を求める

という仕組みである 6。 

 

7.4 責任ある導入のための戦略的提言 

 

以上の分析に基づき、企業が AI 購買エージェントを責任ある形で導入し、その価値を

最大化するための戦略的提言を以下に示す。 

1. データガバナンスから始める: AI エージェントの導入プロジェクトは、AI モデル

の選定からではなく、データ基盤の整備から始めるべきである。社内に散在するデ

ータを統合・クレンジングし、品質を担保するプロセスを確立することが、成功の

絶対条件である。 
2. 狭く、価値の高いユースケースで試行する: 全社的な大規模導入を目指す前に、特

定の課題（例：テールスペンド交渉、特定のカテゴリーの需要予測など）に絞った

パイロットプロジェクトを実施する 8。これにより、具体的な ROI を実証し、組織

内での理解と信頼を醸成する。 
3. 導入前に堅牢なガバナンスフレームワークを構築する: AI の倫理的利用に関する方



針、セキュリティプロトコル、プライバシー保護ポリシーを明確に定義し、それを

監督する組織（例：AI 倫理委員会）を設置する。これらの準備は、技術導入と並

行してではなく、本格展開の前に行うべきである 8。 
4. 人材のアップスキリングに投資する: AI エージェントの普及は、従業員に新たなス

キルセットを要求する。反復的なタスクの実行能力ではなく、AI を管理・監督

し、その出力結果を批判的に評価し、戦略的な意思決定を行う能力が重要になる。

従業員の再教育とスキル向上への投資は不可欠である 8。 
5. B2C ブランドは、今すぐ API 戦略を構築する: 将来、AI エージェントにとっての

「店舗」は、ウェブサイトではなく API になる。自社の製品カタログ、在庫情

報、価格設定を、外部のエージェントが容易に、かつリアルタイムで利用できる

API として提供するための戦略的・技術的投資を、今すぐ開始する必要がある。 

 

結論：AI ファーストの商取引時代への備え 

 

本レポートで詳述してきたように、AI 購買エージェントは、単なる次世代の効率化ツ

ールではない。それは、B2B 調達と B2C コマースの両方において、取引という経済活

動の根源的なメカニズムを再定義する、構造的な変革の触媒である。この変化は、AI
が自律的な経済主体として市場に参加する「AI ファースト」時代の到来を告げている 
3。 

企業調達において、AI エージェントは、これまで分断され、手作業に依存していたプ

ロセスを、データ駆動型でプロアクティブな、エンドツーエンドの価値創造チェーンへ

と変革する。これにより、調達部門はコスト削減という守りの役割から、サプライチェ

ーンのレジリエンス強化や戦略的パートナーシップ構築といった攻めの役割へと進化を

遂げる。この新たな競争環境では、高品質な統合データを保有し、それを活用できる企

業が圧倒的な優位に立つことになる。 

消費者コマースにおける影響はさらに劇的である。AI エージェントは、消費者の代理

人として、情報収集、製品比較、価格交渉、そして購入という一連のプロセスを自律的

に実行する。これにより、従来の検索エンジンやマーケットプレイスが築き上げてきた

支配的な地位は揺らぎ、ブランドと消費者の関係性も根本から見直される。消費者のロ

イヤルティは、もはや製品の品質やブランドイメージだけでなく、自分を最も深く理解

し、最適な選択を代行してくれる AI エージェントの性能と信頼性によって左右される

ようになる。この新しいエコシステムでは、AI に「選ばれる」ためのデータ戦略と



API 戦略が、企業の生死を分けることになる。 

しかし、この有望な未来への道筋は、平坦ではない。自律交渉がもたらす経済的な不均

衡、プロンプトインジェクションのような新たなセキュリティ脅威、アルゴリズムに潜

むバイアス、そして個人データのプライバシー保護といった、深刻なリスクと倫理的課

題が山積している。これらの課題に対処できなければ、技術がもたらす恩恵は、その代

償によって容易に損なわれかねない。 

したがって、経営者、技術者、そして政策立案者に求められるのは、この変革の波に乗

り遅れないように単に技術を導入することだけではない。AI の自律的な意思決定に対

する明確な説明責任の所在、判断プロセスの透明性の確保、そして常に人間が最終的な

監督権を持つという原則を組み込んだ、堅牢なガバナンス体制を構築することが不可欠

である。 

AI 購買エージェントの時代は、もはや SF の世界の話ではない。それは、すでに

Walmart のサプライヤー交渉や Klarna の顧客対応において現実のものとなっている。

この変革を、受動的に受け入れるのか、あるいは能動的に主導するのか。その選択が、

今後 10 年の企業の競争力を決定づけることになるだろう。リーダーたちは、実験の段

階を終え、自社の事業戦略、技術基盤、そして倫理規範を、来るべき AI ファーストの

商取引時代に適応させるための、具体的かつ大胆な一歩を踏み出すことが今、求められ

ている。 
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